
令和 6年度血液凝固異常症全国調査のまとめ 

 
令和 6年度の血液凝固異常症全国調査は 1,177施設(1,351担当部所)に調査用紙を送付し、令和 6年 5月

31 日時点における状況を報告していただくよう依頼した。調査対象期間は令和 5 年 6 月 1 日から令和 6 年

5 月 31日までの 1 年間である。調査の実施に当たっては、「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（令和 5 年 3 月 27 日一部改正版）」及び同ガイダンス（令和 6 年 4 月 1 日一部改訂版）を遵守するよう配慮し

た。 

令和6年5月31日現在で集計した日本全国に生存する血液凝固異常症の総数は、下表に示すように10,530

例（HIV非感染9,841例、HIV感染689例）となった。このうち、小児の血液凝固異常症の総数は1,427例であ

った。 

日本全国における血液凝固異常症総数 

 

VWD : von Willebrand病 

AIDS発症: 治療により症状が消失したり、検査所見が改善したものも含む。 
 

調査期間におけるHIV非感染の死亡報告は22例、HIV感染の死亡報告は2例であった。このうち、報告され

た死因の中にHCVの感染が原因と考えられる重篤な肝疾患が含まれていたものは、HIV非感染で5例、HIV感染

で0例であった。 

C 型肝炎の治療薬として平成 26 年秋より登場した直接作用型の抗ウイルス薬については、インターフェ

ロンを併用しない使用報告数が 12例（HIV非感染 11例、HIV感染 1例）であった。 

HIV感染症例においては、生存例の新規の AIDS発症報告は 1例、また、死亡時に AIDS指標疾患の罹患が

あった報告が 1 例であった。さらに、今年度の CD4 陽性リンパ球数の平均値は 531.9/L、HIV の RNA コピ

ー数は検出感度未満の割合が 89％と、HIVに関しては比較的良好な状態が保たれている。 

これまでの調査に引き続き、治療を要する糖尿病、高血圧、高脂血症、あるいは頭蓋内出血の既往歴に加

え、慢性腎臓病（CKD）および骨粗しょう症の状況と、喫煙についても調査した。頭蓋内出血が起こった年

齢に関しては、本年度も詳細な集計を行った。 

また、血液凝固異常症のQOLに関係するインヒビター、家庭療法、定期的な出血抑制治療、さらに、凝固

因子製剤の使用状況についても引き続き集計結果を掲載した。 

血液凝固異常症全国調査は本邦における血液凝固異常症の全体を調査対象とし、その現状および問題点

を把握するための唯一の調査であるが、この形式の調査は本年度が最終となる。平成13年度から報告を重ね

た本調査の集計情報を、今後必要な折々に参考にしていただきたい。 

 

血友病Ａ 血友病Ｂ VWD 類縁疾患 小計

HIV非感染生存 5,431 1,191 1,737 1,482 9,841

                         (男性) 5,295 1,142 743 671 7,851

                         (女性) 136 49 994 811 1,990

HIV感染生存 525 154 7 3 689

                         (男性) 525 154 2 0 681

                         (女性) 0 0 5 3 8

HIV非感染・感染生存合計 5,956 1,345 1,744 1,485 10,530

                         (男性) 5,820 1,296 745 671 8,532

                         (女性) 136 49 999 814 1,998

AIDS発症(生存) 131 41 2 0 174

                        (男性) 131 41 0 0 172

                        (女性) 0 0 2 0 2

HIV感染死亡（累積） 563 171 1 9 744

                        (男性) 561 169 1 7 738

                        (女性) 2 2 0 2 6

HIV感染総数（生存および累積死亡） 1,088 325 8 12 1,433

                        (男性) 1,086 323 3 7 1,419

                        (女性) 2 2 5 5 14


